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泉崎村立泉崎中学校    発行責任者 校長 桑原 透   

 今週の朝会は３年生にとっては最後の朝会でした。８日（月）の朝会でこんな話をしました。 

「竜頭蛇尾」（りゅうとうだび）という言葉があります。 

「初めは竜の頭のように勢いがあるが、最後には蛇の尾っぽのように細く弱々しくなり、衰

退する様子」を言います。たとえば「あの人の活躍はまさに竜頭蛇尾だったな」など残念な時に使います。 

この言葉の反対の意味として「有終の美」という言葉があります。 

有終とは「終わりを全うすること」でその終わり方が「美しい」という意味で、中国最古の詩

集である「詩経」に由来するそうです。さらに最後を立派に飾るという意味で「有終の美を飾る」という言葉もあり

ます。たとえば、「あの人は最後には有終の美を飾ったな」などほめ言葉として使います。 

また、こんな言葉もあります。「立つ鳥跡を濁さず」という言葉

です。聞いたことがあるでしょう。これは「最後をきれいな状態で

終わらせること、自分の過ごした場所をきれいにして去

る」という意味です。例えば、部活の大会などで使った施設を、

使う前以上にきれいに掃除して大会を終えること、などです。 

卒業生の皆さんは後４日で卒業です。是非「立つ鳥跡を濁さず」

そして、素晴らしい卒業式にして「有終の美」を飾って卒業してくださ

い。１・２年生は３年生が気持ちよく卒業できるように、最善を尽くしてください。 

 
卒業式を間近に控え、卒業式に向けた今の気持ちを書い
てもらいました。 

目指す学校像 

１ 安全で安心して生活できる学校 

２ 生徒・教師が楽しめて「今日も来てよかったなあ」と思える学校 

３ 生徒が主体となって活動し、明るく活気のある学校 

４ 学校・保護者・地域が連携し、共に成長していく学校 

５ 保護者や地域から信頼される学校 

泉崎中スローガン 

１ 

２ 健 康 ・ 安 全 

３ 「自 他 共 栄」 

４ 「一 歩 改 革」  

卒業式に向けて 

 駒橋くん 

 あっという間に卒業式を迎えたように感じます。みんなとはばらばらになってしまい、とても悲

しい気持ちですが、まずはしっかり卒業式を行うことに集中したいと思います。 

草野くん 

 僕は卒業式を大きく飛び立てる場にしたいと思っています。なぜなら義務教育最後の卒業式であ

るからです。そのため式では大きな声で返事をする事と、感動の歌を届け、有終の美を飾りたいで

す。 

 

 



 
 

湯田くん 

 義務教育の９年間を終えるにふさわしい卒業式にしたいと思います。そのために、学年全員が卒

業式の本質を理解し、最高の卒業式となるように頑張ります。 

大竹くん 

 県立入試も終わり、僕たちもいよいよ卒業に向けてのラストスパートをかける時期だと思いま

す。今年はコロナの影響で一年生が式に出席できないといった悲しいこともありますが、まずは式

ができることに感謝し、その感謝を九年間の義務教育修了の証として、先生、後輩、クラスメイト

に向け、３月１２日に成長した姿を見せたいです。 

須藤さん 

 卒業式では、中学校の３年間を通じて成長した姿を、両親や先生方にしっかりと見せ、心に残る

ような式になるよう、頑張りたいと思います。 

渡辺さん 

 私たちは返事と歌に課題があります。本番までに課題を直し、３年生として保護者の方、先生

方、在校生に感謝の気持ちを伝えたいです！ 

小林さん 

 私は中学校生活で礼儀や責任感、協力することの大切さなどたくさんのことを学ぶことができま

した。長いようで短かった３年間でした。残りわずかな時間を大切にしたいです。そして、卒業式

では成長した姿をたくさんの人たちに見てもらいたいです。 

鈴木 結女 

 私は卒業式で、今まで育ててくれた両親やお世話になった方々に成長し立派に巣立つ姿を見せた

いです。また、今までの感謝の気持ちを伝えられるよう、歌や伴奏、返事を心を込めてしたいと思

います。 

宗形さん 

 今年もコロナウイルスの影響で卒業式が行われるか不安でしたが、在校生のみなさん、お世話に

なった先生方、これまで私たちを見守ってくれた家族とともに卒業式ができることはとてもうれし

いです。その気持ちを精一杯の返事や歌で、中学校生活３年間の感謝を伝えたいと思います。 


